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商工、安全・安心みどり、獣害対策

みどりいっぱいのまちに
シリーズ②「花の植え方」

５月は天候が安定し、みどりづくりに適した
時季です。種まきや苗の植えつけなどで、緑を
生活に取り込みましょう。
まず種まきですが、園芸店などで販売される

種の多くは採取年や有効期限が記載されていま
す。新しい種であれば、より多くの発芽が期待
できますので、あまり古いものは避けるように
しましょう。種は、適度な間隔をおいてまき、
まき土は種が隠れる程度に軽くかぶせます。押
して固めたりしてはいけません。過度な水やり
は不要ですが、発芽までは水分を欠かさないよ
うにしましょう。球根の場合は、球根自体の大
きさの２～３倍程度の深さに植え、複数植える
場合も２～３倍の間隔をとるようにしましょう
（いずれも例外があります）。なお、多彩なバリ
エーションがあるチューリップは、球根の代表
的な品種ですが、４月から５月頃に花が咲きま

すので、秋に植えるようにしてください。
種であっても、球根であっても、花によって

は環境に敏感な品種もありますので、気温や湿
度（水やり）、日照にも注意するようにしましょ
う。
次に苗の植えつけですが、ポットの大きさの

穴をほり、ポットから土ごと移しかえるように
しましょう。根が傷まないように移すことが重
要ですので、根につい
た土を振り落とした
り、根を洗ったりしな
いようにしましょう。
多数の苗を一度に植え
る場合は、大きさを揃
えるように苗選びも大
切です。

身近なみどりづくりのヒントとして、花や樹木の
手入れ方法などを紹介していきます。

■問農政課（7６５－６５２２）

かつては、人間の生活エリアと野生獣の生息エリアは、山中に見えない境界線があり、棲み分けができて
いました。
近年、高齢化、過疎化による耕作放棄地の拡大や山の環境変化、地球温暖化などに加え、農地へ生ゴミを

捨てることや、収穫しない果樹を放置することなど、無意識の餌付けが原因となり、農林作物等に被害を及
ぼす野生獣が増加しています。
このフォーラムでは、野生獣に関する知識の習得、個人や集落で取り組める棲み分け対策について学びます。

【と　き】５月24日（火）13時30分～16時30分
【ところ】長浜市役所湖北支所２階大会議室（湖北町速水）
【内　容】１．基調講演「里山に手を加えよう！地域ぐるみで防ぐ獣害対策」

講師：滋賀県立大学講師　野間直彦 氏　
２．研究発表等
（１）滋賀県における獣害の現状と課題
（２）長浜市における有害鳥獣被害の報告
（３）里山の効果的な棲み分け対策について

３．意見交換会
【主　催】NPO法人湖北有害鳥獣対策協議会

事前申込不要・入場無料
お気軽にご参加ください。

防火管理を徹底しよう
万一火災や地震が発生すると、尊い命や貴重な財産が危険に

さらされます。そこで、火災等による被害を最小限に食い止め
るため、一定規模以上の事業所では防火管理者を選任し、火気
取扱いの監督、消防用設備の点検整備、避難防火施設の維持管
理及び避難訓練等の実施内容を定めた消防計画を作成し、計画
に基づき訓練を実施する必要があります。過去には１１９番通
報の遅れや初期消火の失敗、不適切な避難誘導などが重なり被
害が拡大し、多くの死傷者を発生させた火災もあります。これ
らの火災には従業員の火災予防に対する認識が低かったため
に、「起こるべくして起きたもの」が数多くあります。
５月は入社、転勤、人事異

動などのあと一段落する時期
でもあり、消防計画に基づく
防災訓練等を実施するのに恰
好の時期です。社会的信用を
守るためにも事業所の一人ひ
とりが、防火管理の基礎知識
を身につけて、防火管理業務
の一端を担っていることを再
認識しましょう。

■問都市計画課（7６５－６５４１）

■問湖北地域消防本部予防課（7６２－５１９４）

【と　き】６月７日(火)・８日(水)の２日間
【ところ】イオンディライトアカデミー

ながはま（JR田村駅西）
【受講料】5,000円
【定　員】100人
【受講手続き】
(1)受付期間　５月16日（月）～
（定員になり次第締切り）
(2)受付時間　８時30分～17時15分
(3)受付場所　最寄りの消防署または分署
(4)申込方法　本人または代理人が受講料

(5000円)を添えて直接申
込んでください。

※電話、郵送等での申込は不可

甲種防火管理講習会を
開催します

な が は ま 市内には、時代に先駆けた取り組みを行っている企業や全国に誇れる技術
をもった企業がたくさんあります。このコーナーでは、そんな長浜自慢を
紹介します。掲載希望など詳しくは、商工振興課まで問合せください。

■問商工振興課（7６５－８７６６）
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